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１．１．１．１．第四半期報の主な活動第四半期報の主な活動第四半期報の主な活動第四半期報の主な活動    

（（（（1111）大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会講座）大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会講座）大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会講座）大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会講座    

（（（（2222））））大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会活動大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会活動大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会活動大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会活動    

（（（（3333））））中小企業経営基盤強化ゼミ中小企業経営基盤強化ゼミ中小企業経営基盤強化ゼミ中小企業経営基盤強化ゼミ    

（（（（4444））））機械製図基礎講座開催機械製図基礎講座開催機械製図基礎講座開催機械製図基礎講座開催    

（（（（5555））））東大阪市民活動見本市に出展東大阪市民活動見本市に出展東大阪市民活動見本市に出展東大阪市民活動見本市に出展    

（（（（6666））））熟練技能者・技能伝承に関する熟練技能者・技能伝承に関する熟練技能者・技能伝承に関する熟練技能者・技能伝承に関する    

アンケートアンケートアンケートアンケート実施実施実施実施    

    

２２２２．今後の活動．今後の活動．今後の活動．今後の活動    

(1) (1) (1) (1) 機械製図基礎講座開催機械製図基礎講座開催機械製図基礎講座開催機械製図基礎講座開催    

(2)(2)(2)(2)    企業内社員教育企業内社員教育企業内社員教育企業内社員教育    

３３３３. . . . 能力開発相談状況能力開発相談状況能力開発相談状況能力開発相談状況    

４４４４. . . . 熟練技能者・技能伝承に関する熟練技能者・技能伝承に関する熟練技能者・技能伝承に関する熟練技能者・技能伝承に関する    
アンケート結果アンケート結果アンケート結果アンケート結果    
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１．第４１．第４１．第４１．第４四半期の主な活動四半期の主な活動四半期の主な活動四半期の主な活動    

        
（１）大阪府産業支援型（１）大阪府産業支援型（１）大阪府産業支援型（１）大阪府産業支援型 NPONPONPONPO 協議会講座協議会講座協議会講座協議会講座 
  テーマ：NPO 法人のための環境・産業支援講座 

日 時：１月１５日（火）１３：３０～１６：３０ 
場 所：マイドームおおさか８階 第６会議室 
講 師：森本一 氏 NPO 地域基盤技術継承プラザ 

技術コーディネーター 
参加者：２２名 

  講座内容：『技能伝承の具体的な進め方』 
          ① 標準時間の決め方 
        ② 作業標準書の作成方法 
        ③ 技能伝承取り組み企業の紹介 
 

 
（２）大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会活動（２）大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会活動（２）大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会活動（２）大阪府産業支援型ＮＰＯ協議会活動    

大阪府「新しい公共支援事業：ＮＰＯ等の活動基盤整備の 
ための支援」その活動の一環として今年度、６回の講習会の後、 
講習会参加ＮＰＯ同士の交流会を開催されました。当ＮＰＯより 
森本コーディネーターと事務局より谷口が参加し、活動状況の紹介 
等を通じ今後の連携を深める良い機会となりました。 
日 時：２月１９日（火）１３：３０～１６：３０ 
場 所：マイドームおおさか８階 第６会議室 

   参加者：３５名 
 
 
（３）中小企業経営基盤強化ゼミ（３）中小企業経営基盤強化ゼミ（３）中小企業経営基盤強化ゼミ（３）中小企業経営基盤強化ゼミ    

大阪産業振興機構主催の表記ゼミの講師派遣および資料作成支援 
を行った。 
テーマ：経営者・管理者の能力開発 

  日 時：2/21  2/27  3/7 （17:00～20:00） 
  参加者：25名  24 名  20 名 
  場 所：クリエイション・コア東大阪 南館３階 
  講 師：大谷昌三 氏 パナソニック（株）ＯＢ 

（第１回）『企業競争は企業文化の競争』 
    ～変化に対応できる企業を目指して～ 

   （第２回） 『マネジメント力で組織を動かす』 
       ～マネジメントの常識・定石を基本に～ 

（第 3回） 『やる気”のマネジメント』 
    ～部下の育成・指導～ 

就業後夜間３時間の講座にも係らず参加者は大谷講師の経験に基づ
く中身の濃い講義の聴講、また、グループ討議と発表に熱心に取り
組みました。３回目の質疑応答では若手経営者から、日常抱えてい
る悩み（ベテランの使い方など）生々しい質問が出るなど大変好評
を得ました。 

 
 
 
（４）機械製図基礎講座開催（４）機械製図基礎講座開催（４）機械製図基礎講座開催（４）機械製図基礎講座開催    

当ＮＰＯ会員企業様向けに日頃のご支援に対する御礼の意味を込め
て開催しております。既に５社より申し込みを頂き、３月より開始
いたしました。４月、５月は各企業、新入社員も合流し、受講者は
増える見込みです。 
＜講座内容＞ 
・３時間Ｘ４回（計１２時間コース） 
・プログラム（例） 
（１回目）製図規格、投影法、立体図、線、三角法 
（２回目）図形の表し方、寸法の記入法、部品の作図 
（３回目）寸法補助記号、寸法公差、はめあい、３面図の作成 
（４回目）幾何公差、表面性状 
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（５（５（５（５））））東大阪市民活動見本市に出展東大阪市民活動見本市に出展東大阪市民活動見本市に出展東大阪市民活動見本市に出展    
   主催：東大阪市社会福祉協会 

 日時：3月 16 日（土）13:00～16:30 
場所：布施駅前 夢広場 
展示：日頃の当ＮＰＯの活動状況をパネルで紹介、及び技能伝承 

に関するＤＶＤの放映を行いました。 
    
    
    
    
    
（（（（６）６）６）６）熟練技能者・技能伝承に関するアンケート実施熟練技能者・技能伝承に関するアンケート実施熟練技能者・技能伝承に関するアンケート実施熟練技能者・技能伝承に関するアンケート実施    

当ＮＰＯ設立の背景のひとつとなった、平成１５年６月に東大阪商工会議所が実施した、地域
企業における技能伝承のニーズ把握アンケートを、約１０年経過した本年同じ設問内容で同東
大阪商工会議所と協同で実施しました。その結果を次ページより紹介いたします。 

＜アンケート方法＞ 
【期 間】平成 25年 2月１日～2 月 15 日 
【対 象】1,073 社（東大阪商工会議所会員で金属、機電工業、軽・化学工業部会に所属 

る従業員１０人以上の事業所） 
【回 収】196 社（回収率 18.3％） 

 
 
 

２．今後の活動２．今後の活動２．今後の活動２．今後の活動    
    
（１）（１）（１）（１）    機械製図基礎講座機械製図基礎講座機械製図基礎講座機械製図基礎講座    

  ・４月／１社（於：企業先） ・５月／２社（於：ｸﾘｴｲｼｮﾝｺｱ東大阪） 
  ・６月以降は募集中 

    
（２）（２）（２）（２）企業内社員教育企業内社員教育企業内社員教育企業内社員教育    

     ・Ｔ社：４月～５月（機械製図・ボール盤作業・フライス盤作業） 
  ・Ｍ社：６月～３月（油圧回路基礎講座・ものづくり体験講座・機械製図基礎講座） 
  ・Ｄ社：５月以降（ボール盤作業）＜交渉中＞ 

  ・Ｍ社：技能指導（旋盤作業・自動機組み立て作業）＜交渉中＞ 

  ・Ｕ社：技能指導（ＮＣ旋盤作業とプログラミング）＜交渉中＞ 

    

    

    ３．能力開発相談３．能力開発相談３．能力開発相談３．能力開発相談 

教育計画 講師派遣 講演・研修 参加者数
H23度合計 138 87 － 225 56 75 56 879

4月 15 9 14 38 10 7 0 0
5月 10 13 11 34 10 12 9 49
6月 15 14 7 36 13 13 6 18

4-6月合計 40 36 32 108 33 32 15 67
7月 12 8 16 36 9 8 4 8
8月 5 27 2 34 15 10 10 208
9月 5 11 15 31 4 7 5 38

7-9月合計 22 46 33 101 28 25 19 254
10月 11 6 14 31 7 6 0 0
11月 12 4 14 30 1 4 0 0
12月 18 7 2 27 1 3 0 0

10－12月合計 41 17 30 88 9 13 0 0
1月 9 9 8 26 3 1 1 22
2月 13 4 23 40 13 5 2 49
3月 7 11 12 30 8 9 5 32

1－3月合計 29 24 43 96 24 15 8 103

H24度累計 132 123 138 393 94 85 42 424

平成２４年度　能力開発相談状況  (件数・人数)

期間 来所相談 計訪問相談
相談内容 実施結果電話・

メール
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    ４４４４．．．．熟練技能者・技能伝承に関するアンケート結果熟練技能者・技能伝承に関するアンケート結果熟練技能者・技能伝承に関するアンケート結果熟練技能者・技能伝承に関するアンケート結果    
    

ⅠⅠⅠⅠ....熟練技能者について熟練技能者について熟練技能者について熟練技能者について    

１.生産工程の中心となっている年代 

生産工程の中心となっている年代をみると、「30
歳代」が 41％（78 社）と最も高く、次いで「40 歳
代」の 38％（72 社）となっている。Ｈ１５年に比
べ「50 歳代」が 25％から 14％と減少。また、20
歳代の減少も著しく若手の製造現場離れも見られ
る。 

 
 

２.現在の熟練技能者の過不足状況について 
熟練技能者の過不足状況をみると「不足している」
21％（50 社）、「やや不足している」48％（92 社）
と合わせると 70％弱の事業所で熟練技能者が不足
している。Ｈ１５年に比べ不足の割合は増加して
いる 
 
 
３．熟練技能者が不足している時の対応状況 
熟練技能者の不足時の対応をみると、「外注を利
用」39％（99 社）が最も多く、次いで「新たに技
能者を雇用する」26％（65 社）と続いている。 
Ｈ１５年に比べ新たに技能者を雇用する割合が増
加している 
 
 
 
４．熟練技能者の仕事の機械化について 
熟練技能者の仕事の機械化をみると、「一部可能で
あるがほとんど不可能」58％（113 社）が最も多く、
次いで「相当部分可能」29％（56 社）と続いてい
る。また「一部可能であるがほとんど不可能」と
回答した事業所（113 社）に機械化できないところ
を具体的に聞いたところ、「職人技、経験や感性は
機械化できない」40 社が最も多く、 
次いで「単品、多品種・小ロットのため」が 21社、 
「調整作業や組み合わせなどの限定的作業」が 11社と続いている。 
 
 
 
５．熟練技能者が必要な理由（複数回答） 
練技能者が必要な理由をみると、「経験や知識をも 
とに新たな技術開発や問題解決を図るため」 
25％（103 社）が最も多く、次いで「技術的に機
械化できないため」23％（98 社）、「多様な発注、
あいまいな発注に対応するため」が 14％（59 社）、
「設計の変更に柔軟に対応できるため」が 12％ 
（48 社）と続いている。 
Ｈ１５年に比べ「経験や知識をもとに新たな技術
開発や問題解決を図るため（派遣を含む）」と「機
械の修理保守に必要」が大きく増加している。 
 
 
 
    
    

    

    

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

30 歳代 40 歳代 50 歳代 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

不足してい やや不足してい 適切である 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

新たに雇用 外注を利用 設備導入 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

可能 

１部可能 ほとんど不可能 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

相当部分可能 

受注の増減に柔軟に対応するため 

経験や知識をもとに新たな技術開発や問題解決を図るため 

設計変更への柔軟な対応するため 

機械の修理保守に必用 

機械よりもコスト、時間面で有利なため 

多様発注・あいまいな発注に対応するため 

技術的に機械化できないため 
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ⅡⅡⅡⅡ....技能継承について技能継承について技能継承について技能継承について    
６．技能継承の問題点（複数回答） 
技能継承における問題点を見ると、「技能修得に時
間がかかる」が 34％（103 社）最も多く、次いで
「教える人材の不足」29％（88 社）、「高齢化」が
17％（51 社）と続いていている。 

 Ｈ１５年に比べ「教える人材の不足」・「コスト面
で余裕がない」が増加。 
 
 
 
 
 
７．最も難しい作業工程で一人前になるまでに要する時間 

最も難しい作業工程で一人前になるまでに要する
時間をみると、「５～７年」が 36％（70 社）最も
多く、次いで「３～４年」が 35％（66 社）と続い
ている。Ｈ１５年に比べ「8～10 年」・「11 年以上」
が増加している。  
 
 
 
８．技能継承が必要だと思われる職種（複数回答） 
技能継承が必要だと思われる職種をみると、「切
削」14％が最も多く、次いで「金型・冶工具」が
11％、「研磨」が 10％、「プレス」「樹脂成形」
がともに 8％と続いている。 
 
 
 
９．技能者の育成、技能継承のための公的支援の必要性 
技能者の育成、技能継承のための公的な支援につ
いて、43％が「必要」と回答。 
 
 
 
 
 
 
10．どのような公的支援があればよいと思うか 
必要とする公的支援の内容をみると、「熟練技能者の 
人材バンク（派遣を含む）」26％（40 社）が最も多く、 
次いで「技能者の研修・教育に対するノウハウや
情報の提供」が 21％（32 社）、「技能者の研修・教
育のための場所や設備等の貸与」が 14％（22 社）
「技能者の研修テキストや教育プログラム等の 
作成・提供」が 12％（18 社）と続いている。 
Ｈ１５年に比べ「熟練技能者の人材バンク 
（派遣を含む）」が大きく増加している。 
 
 
 
 
 
11．技能者継承についての意見（自由記述） 
技能者継承について３６社から意見があり、「教育する時間・費用がない」が９社と最も多く、次いで
「公的な支援が必要」と「技能承継する人材が不足」がともに５社、「従業員の意識レベルの低下」が
３社と続いている。 

以上 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

高齢化 教える人材不足 

教え方が分からない 

技能修得に時間がかかる 

コスト面で余裕がない 

問題は特にない 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

1～2 年

3～4 年 5～7 年 

8～10 年 

11 年以上 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15年

H25年

切削 

研磨 プレス 樹脂成型 

必要 不要 

研修・教育の為の場所・設備の貸与 

研修・教育のノウハウや情報の提供 

研修テキスト・教育プログラムの提供 

金型・冶工具 その他 製缶・溶接 

研修・教育・技能伝承に関する相談窓口 

熟練者の人材バンク（派遣含む） 

自治体でマイスター制度のようなものを作る 

関連機関指導員派遣 

その他 


